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【上半期の実績】 
 
活動時間実績（４月-９月） 

 
 もも作業      565.66 時間（4 件） 
ぶどう作業   1,906.75 時間（16 件） 

 キウイ作業     68.50 時間（1 件） 
 収穫作業      280.50 時間（3 件） 

 その他作業       85.00 時間（4 件） 
 家事支援       63.73 時間（６件） 
 合  計     2,970.14 時間 
 
上期実績は、前年上期比で 113.１％、前年度比
で 102.9％となりました。 
 
 
【利用者】 
農業軽作業の利
用者は 25 件、

家事支援利用者
は６件で、合計
31 件となりま
した。 
【応援者】 
農業軽作業は
21 名、家事支
援は 7 名（スタ
ッフ含む）で、上半期の応援登録者は 38 名と

なりました。 
農業軽作業・家事
支援含め、実際に

活動した応援者
は 24 名で稼働
率は63.1％とな
りました。 
 

利用希望者も毎年増えていきますが、特に 4 月
から 7 月の桃・ぶどうの作業における応援者の
不足が大きな課題となっています。 
 
 
≪作業日程≫ 

桃（摘花・摘果・袋かけなど） 
 4 月中旬～６月中旬 

 
 
 

 
 

 

ぶどう（房づくり・摘粒・かさかけなど） 
 ４月下旬～     ハウス栽培（１件） 
 ５月中旬～７月中旬 露地栽培 
キウイ 
 ５月中旬～５月下旬 
収穫作業 
9 月上旬～9 月中旬 ぶどうの収穫・出荷 
9 月中旬～9 月下旬 ワイン用ブドウ収穫 

 
収穫作業に関して、ぶどう出荷が２件（1 件は
7 月末から 8 月初め）ありました。1 件は収穫
から箱詰め作業
までで、14 日と
長期に渡りまし
た。 
またワイン用の
甲州ぶどうの収
穫（昨年に続き）
もありました。 

 
 
桃の出荷作業の依頼はあり
ませんでした。 
 
 

その他の農作業では、草刈り、桃の反射シート
張り、野菜栽培、ポット苗の肥料撒き作業など
でした。 
 
今年は４月の段階で事務局の体制が整わず、桃
の支援については応援者に声掛けができません

でした。ぶどうが始まるまでの時期に活動がで
きれば、生産者にもっと喜ばれたのかもしれな
いと反省し、次年度はしっかり取り組めるよう
にしていきたいと思います。 
 
【研修会】 
上半期の研修は、桃の作業に関する研修会を開
催できませんでした。 
６月４日（日）に、「ぶどう摘粒研修会」を実施
し、５名の参加がありました。パルシステム山
梨長野を通して参加者を募集しましたが、少し

残念な結果になりました。今後一般者への声掛
け方法を検討したいと思います。 
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実際に収穫し、参加者に提
供もさせていただきまし
たが、概ね粒の揃ったシャ

インマスカットになって
いました。 
 
 
【家事支援】 
家事支援は、掃除（1 件）と送迎（2 件）、草取
り（3 件）でした。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
送迎は、病院への送り迎えと付き添い、買い物
支援となりました。 
 
 
【新聞社の取材】 
ボランティアボードに貼られた応援者募集のチ
ラシを見て、読売新聞社の記者さんが取材依頼
を掛けてくれました。 
取材先を探しますが、名前や年齢、コメントを
求められるとともに、本人自身が被写体になる
ため、なかなか取材を引き受けていただける方 

がいません。 

 
今回は、学生さんと作業に入っている生産者の
方にお願いし、取材を受け入れていただきまし

た。記事は８月１１日に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【facebook】 
今年度は、５月下旬に軽ワゴン車を導入しまし

た。行動範囲が広がったことを受
け、作業現場に訪問し、facebook
の更新を進めてきました。 

また事務所のある営農支援センターでは、箱出
しの共選やギフトなどのセット作業も行ってい
たため出荷の状況といった内容、また趣味の写
真なども合わせて、投稿をしてきました。 
 

事務局としては、作業を学ぶことも考え、少し
ずつ作業に携わりました。また作業状況の写真
を撮りに現地にも訪問するようにしました。 
 
facebook で「いいさよ～山梨」と検索いただ
ければ、写真付きで掲載は見られます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【まとめ】 
いいさよ～山梨は、今後も地域の「ちょっと困
った！」を応援できる有償ボランティアの活動
として運営を進めていきたいと考えています。 
技術を持つ方もいますが、やはり一人ひとりの
活躍がこの地域の宝物になるように進められれ

ばと思います。 


